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　鳥取県立博物館では，鳥取県およびその近隣の海岸
における大型海洋動物の記録を取り続けている（川上 
2002; 川上ほか 2004, 2006, 2008; 川上・一澤 2010）。本
報告は，当館が確認した，2010年から 2011年の鳥取
県沿岸に漂着した大型動物と日本海における稀な種の
記録である。

■漂着動物と稀種の記録（2010 年～ 2011 年）
　表 1に，2010年 1月 1日から 2011年 12月 31日の
間に鳥取県沿岸および近隣域に漂着した大型の海洋動
物と混獲などで確認された日本海における稀な種をま
とめた。
　哺乳類では，ハナゴンドウGrampus griseus の新生仔
の漂着があった（図 1–A）。ハナゴンドウは，鳥取県
では 2004年以前は確かな記録がないが，2005年 6月
に生きた個体が迷入し（川上ほか 2006），2006年 2月
には死亡個体が漂着している（川上ほか 2008）。
　爬虫類では，アカウミガメCaretta caretta とアオウミ
ガメChelonia mydas mydas の漂着があった（図 1–B）。
アオウミガメについては，2000年以前は確かな記録が
なく，2001年以降はほぼ毎年記録されるようになった。
　魚類で珍しいものとしては，イトマキエイMobula 
japonica の混獲があった（図 1–C）。本種の日本海にお

ける記録は，極めて少なく，鳥取県近海では 1965年
10月 18日に鳥取県賀露沖で捕獲された標本が鳥取県
立博物館に保管されているほか，2007年 11月に島根
県浜田市沖でみつかった程度である。今回，兵庫県新
温泉町沖で本種が混獲された 2010年 10月 1日の 2日
前になる 2010年 9月 29日には，島根県出雲市十六島
町沖でも体盤幅約 2 mのイトマキエイが定置網で混獲
されている（読売新聞 2011年 11月 13日付）。短い期
間内に，日本海山陰沖で複数個体が混獲されたことは
興味深い。
　2010年 5月 6日に漂着したリュウグウノツカイ
Regalecus glesne は全長 446 cmとかなり大きく，当館
が調べた限り，鳥取県に漂着した本種の中で過去最
大である（図 1–D）。リュウグウノツカイについては，
2010年 1月 27日，兵庫県香住町余部の約 1 km沖の
定置網に 2個体がかかり，香住漁港西港に水揚げされ
ている（日本海新聞 2010年 1月 29日付）。この 2個
体の全長は 4.2 mと 3.2 mと，大きなサイズであった。
リュウグウノツカイ，サケガシラ属Trachipterus sp.と
いうアカマンボウ目魚類は，2008年から 2009年に比
較的多く漂着したが（川上・一澤 2010），この傾向は
2010年にも確認された。
　そのほか、おもに亜熱帯から熱帯域に生息してお
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り，日本海では数例しか記録のないナガユメタチモド
キAssurger anzac が混獲された。また，採集記録の極
めて少ないカンテンダコHaliphron atlanticus も混獲さ
れた（図 1–F）。

■ヤリマンボウ属の大型個体の記録
　2011年 10月 4日に，鳥取県境港市の境港にヤリマ
ンボウ属Masturus の大型個体（全長約 220 cm, 体重約
500 kg）が水揚げされた（図 2）。日本周辺海域におい
て捕獲・漂着のあったヤリマンボウ類は，ほとんどが
100～ 150 cm程度のものであり（川上 2002），当館が

調べた限り 200 cmを超える個体は報告されていない。
　本属は，ヤリマンボウMasturus lanceolatus の 1種か
らなるという説と，ヤリマンボウとトンガリヤリマ
ンボウ M. oxyuropterusの 2種からなるという説があ
り，分類は未解決のままである（Fraser-Brunner 1951; 
Nelson 1994）。この度の大型個体の尾部の舵鰭の張り
出し具合はゆるやかであり，この形状はトンガリヤリ
マンボウの記載の特徴とよく似ている。
　ヤリマンボウ属の最大サイズは全長 337 cmである
（Tortonese 1990）。ヤリマンボウとトンガリヤリマンボ
ウを分けている Fraser-Brunner（1951）によると，ヤリ

表 1．鳥取県沿岸および近隣域に漂着した海洋動物と確認された日本海の稀な種（2010 年～ 2011 年）

大分類 種　　類 個体数 場　　所 サイズ・性別 発見日 備　　考

哺乳類
ハナゴンドウ
Grampus griseus
（クジラ目マイルカ科）

1
【漂着】鳥取市気高町八束水 
姉泊海岸

全長：175.5 cm
体重：56 kg
性別：メス

2010年1月9日
図1-A．新生仔．個体は国
立科学博物館が収蔵．

爬虫類

アカウミガメ
Caretta caretta
（カメ目ウミガメ科）

1 【漂着】鳥取市 白兎海岸

直甲長：78.5 cm
曲甲長：82.4 cm
直甲幅：65.0 cm
曲甲幅：80.3 cm

2011年10月26日
口からロープを飲み込
み，その先端が排泄口か
ら出ていた．

アオウミガメ 
Chelonia mydas mydas
（カメ目ウミガメ科）

1 【漂着】鳥取市 白兎海岸
直甲長：約70 cm
曲甲長：約73 cm
直甲幅：約55 cm

2010年12月10日
発見時，すでに腐乱死
体．

1 【漂着】岩美郡岩美町 牧谷海岸
直甲長：44 cm
直甲幅：37 cm

2011年5月31日
図1-B．ライブストランディ
ング．計測後，安全な場
所に放流．

魚類

イトマキエイ
Mobula japonica
（トビエイ目トビエイ科）

1 【混獲】兵庫県美方郡新温泉町沖
全長：120 cm
体盤幅：170 cm

2010年10月1日
図1-C．剥製標本として
保管（登録番号：TRPM-
AP-0000039）．

サケガシラ属
Trachipterus sp.
（アカマンボウ目
　　　フリソデウオ科）

1 【漂着】境港市栄町 境水道
全長：138 cm
体重：3.2 kg

2010年1月11日
旋回して泳いでいるところ
を引き上げ．

1 【漂着】鳥取市賀露 － 2010年2月14日

1 【漂着】東伯郡琴浦町菊港 － 2010年4月18日

1 【漂着】鳥取市賀露
全長：137 cm
体重：3.3 kg

2010年4月10日

1 【漂着】岩美郡岩美町 大谷海岸 全長：135 cm 2011年4月8日

リュウグウノツカイ
Regalecus glesne
（アカマンボウ目
　　　リュウグウノツカイ科）

1
【漂着】鳥取市気高町八束水 
船磯港の砂浜

全長：446 cm 2010年5月6日
図1-D．わずかに口や背
鰭を動かす程度の衰弱状
態．冷凍保管．

ナガユメタチモドキ
Assurger anzac
（スズキ目タチウオ科）

1
【混獲】鳥取・島根県境美保関
（定置網）

全長：219 cm
体重：2.42 kg

2010年11月26日 冷凍保管．

マンボウ
Mola mola
（フグ目マンボウ科）

1
【混獲】兵庫県美方郡新温泉町
釜屋沖（水深 35 m，定置網）

全長：72.2 cm
体高：46.0 cm

2010年1月31日

ヤリマンボウ属
Masturus sp.
（フグ目マンボウ科）

1
【混獲】兵庫県美方郡新温泉町
釜屋沖（水深 35 m，定置網）

全長：51.2 cm
体高：25.1 cm

2010年11月19日 図1-E．幼魚．

1
【混獲】兵庫県美方郡新温泉町
釜屋沖（水深 35 m，定置網）

全長：135.5 cm
体高：70.7 cm
性別：メス

2010年11月21日

1 【混獲】日本海（山陰沖）
全長：約220 cm
体重：約500 kg

2011年10月4日
（水揚げ）

図2．日本海新聞掲載
（2011年10月8日付）．

頭足類
カンテンダコ
Haliphron atlanticus
（タコ目カンテンダコ科）

1
【混獲】島根半島10マイル沖
（まき網）

外套長：35 cm
椀長：50 cm

2010年4月6日 図1-F．
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図 1. 鳥取県および近隣域における漂着動物と混獲された稀な種．A: ハナゴンドウ（鳥取市気高町八束水 姉泊海岸，
2010 年 1 月 9日），B: アオウミガメ（岩美郡岩美町 牧谷海岸，2011 年 5 月 31 日／撮影：和田年史），C: イトマ
キエイ（兵庫県美方郡新温泉町沖［混獲］，2010 年 10 月 1 日／撮影：和田年史），D: リュウグウノツカイ（鳥
取市気高町八束水 船磯港の砂浜，2010 年 5 月 6 日），E: ヤリマンボウ属幼魚（兵庫県新温泉町釜屋沖［混獲］，
2010 年 11 月 19 日／撮影：和田年史），F: カンテンダコ（島根半島沖［混獲］，2010 年 4月 6日／撮影：志村健）．

マンボウの最大サイズの記録は全長 10 ft（約 300 cm）
で，トンガリヤリマンボウのそれは，正確性に疑問が
あるが 7 ft（約 210 cm）の記録があることが報告され
ている。近年の台湾におけるヤリマンボウの年齢と成
長の研究では、371個体中，体長 171～ 180 cmが 3個体，
181～ 190 cmが 1個体，191～ 200 cmが 2個体であり，
年齢はそれぞれ 20～ 21歳，22歳，22～ 23歳と推定
されている（Liu et al. 2009）。体重ではもっとも重い個
体が 409 kgである。この Liuらの解析には，全長では

なく，舵鰭を除いた体長が用いられている。本報告の
境港水揚げ個体の舵鰭長を仮に 40～ 50 cmと見積も
ったとすると，体長は 170～ 180 cmとなり，年齢は
20～ 21歳に当てはまる。
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図 2. 鳥取県境港に水揚げされたヤリマンボウ属の大型個体（2011 年 10 月 4日）．全長約 220 cm．
写真：新日本海新聞社提供／撮影：酒井建治．


